
7月29日（水）、定期航空協会に対して「航空産業政策意見交換会
(仮称)」の開催、ならびに令和9年度予算概算要求・税制改正に関わる
要請をおこないました。
燃油高騰や人材不足、脱炭素など構造的な課題への対応は喫緊のもの

となっており、産業労使の枠組みで広く認識を共有し、連携をさらに
強化することが重要です。大塚理事長からは「航空産業政策意見交換
会」について「加盟19社のさまざまな状況を踏まえたうえで、引き続き
検討していきたい」との受け止めが示されました。

左から）定期航空協会 重信部長、乾事務局長、大塚理事長、航空連合 小林会長、加藤副会長、坂元事務局長
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坂元慎平

●定期航空協会への要請項目●
航空産業政策意見交換会(仮称)
の開催
令和9年度予算概算要求・税制

    改正への対応

～産業労使で力を結集して政策実現を！～

定期航空協会に政策要請を実施！
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